
提案型地域情報誌        川越  号             身近 政治 分         

　　　　　４月の市議会議員選挙では、3,535票をいただき3期目の当選を果たすことが出来ました。3期

　　　　目も初心を忘れず活動してまいります。そしてグリーンズ川越はこれからも、「身近な政治を分り

　　　　やすく」をモットーに発行してまいりますので、今後とも宜しくお願い致します。（公職選挙法に　

　　　　より当選御礼を申し上げることができません。ご容赦下さい。）

　　　　　また、これまでは、この紙面を自ら印刷しておりましたが、負担が大きく、機械の劣化等もあり

　　　　今回号より印刷を業者にお願いすることに致しました。文字もくっきり読みやすくなりました「グ

　　　　リーンズ川越」にご期待下さい！

　　　  　私自身3回目たっだ今回の選挙も、これまで　　　　　　　　　　　「選挙公営」と言い、国や地方公共団体が候

　　　  同様「市民派の選挙」で、多くのボランティア 　　補者の選挙費用の一部または全額を負担するも

　　　  の方々に支えられての手作り選挙でした。 　　のです。これは、選挙に金がかかりすぎ、政治

　　　  　今回も事務所を借りず、カラーのリーフレッ　　　　腐敗の原因になることや、候補者の個人的な財　　

　　　  トなども作らず、グリーンズ川越の号外などは 　　力によって選挙に不公平が生じないように、と

　　　  いつも通り自分たちで印刷しました。選挙のた 　　いう目的で考え出された制度で、市議会議員選

　　　  めの組織などを作らず、事務局長なども置かず 　　挙でも以下の費用が公費で負担されます。

　　　  に、家族と友人、ご近所の方や知人にお手伝い 　　　選挙カーのレンタル代（看板や音響設備費は

　　　  いただいての選挙でした。大きな組織や政党が 　　別）・燃料代・運転手契約代、選挙ポスターの

　　　  行う組織立った選挙とはかなり違うと思います。　　作成代は、それぞれ限度額の範囲は公費で負担

　　  　　私も選挙カーは使いますが、ゆっくり走れる 　　されます。この他、選挙運動用

　　  　所では、出来るだけ名前の連呼ではなく政策を 　　通常葉書（俗に言う公選はがき）

　　  　訴え、私自身は出来るだけ多くの方と直接お話 　　の郵送料（市議選は2000

　　  　ができるよう可能な限り自転車で回りました。 　　枚まで）も無料になります。

　　  　　今回の市議会議員選挙の投票率は、40.59％と前回23年の40.49％と同様に6割の市民が不参

　　　  加という残念な選挙となりました（前々回H19年度は46.21％）。

　　  　　4年前の選挙は東日本大震災から間もなく、選挙を行うべきか否かという議論もある中、選挙運

　　　  動時間も短縮するなど自粛ムードの選挙でした。そのような4年前の投票率と変わらない状況に、　

　　　  有権者の政治への無関心と諦めを感じると同時に、危機感と責任を感じます。しかし、諦めていて

　　  　も、無関心を装っていても決して良い方向には向かいません。

　　  　　私は、この紙面では、これまで以上に「市議会議員」や「
　　　　
　　  　市議会」の仕組みや現状について触れていきたいと思ってい

　　  　ます。市議会議員を身近に感じる一助になれば幸いです。
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